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臺灣 産 の 天 瓧蛾 に 就 て

　 　 　 　 　（大正 十 四 年五 月三 十 日 受領冫

le學 tPt士 松 村 松 年

臺灣産天 示職 科 の 研 究 k 就 て は 、從來 ソ イ ル マ ソ （F ．W 工LEM 館 ）、ツ τ・デ ン ド （E ．　S［vRAND ）、丸 毛 、

及 び 余の 發表せ う もの あ るが 、其 の 調 査 の 未だ 不 充分 な る 爲め 、．今 も獪新種 の 多 々 あ る な 發見 す る
・
な り 。

今 爰 に 發 表 す る 天 頑蛾 は 全部臺灣埔 里瓧 の 一部 に て 探 集 tfる もの な る ボ、其 の 地 方 rc も同 蛾類 の 多々 棲

息す る もの あ る は 余 の 信 じて 姨 は ざ る 所 な り 。 今 疑 迄 知 れ Ptる種 類 は 總數 七 十 八 Pt　CC して 、其 の 内二 ＋

一種 は著 者 の 同 定を 經 ざ る もの な り 。 今囘發 表 す る新 種 は 合計二 十 二 種 に し て、其 の 内新屬 に 係 る もの

＋ 三 削 ・ 之 れ 等 の 蛾 は 多 抜 縞 碑悌 i牴 の 探 集 に 偏 もの な る が
・ 黼 里 自枢 イ バ ラ 鯲 け る 北海

道帝國大學演習林内林學士 齋藤良秀 及 び 東 京 亭 山 修 次郎雨 氏 の 手 ふ り 余1’C　ec　｝J し もの も少 な か らず 。 今

薪種を 記 載す る に 先 ち、以 上 の 三 氏に 深謝 の 意 な公 表す 。
・　　　　　 ・

レ

　　　　　　　　　　　　1．　ウ ス グ ロ フ ず シ ヤ チ ホ コ

　　　　　　　1｝認 毛る8α ∫肪祝 osα MATSUMUIIA （n ・sp・）（第．6 鬪版 （1））
『國

　オ ホ フ サ シ ャ ヂ ホ コ D ．佃 b觀 8 吻π（μα SHiTH ．に 似れ
1
ども、其 の 異 な る 所 は

次 の 如 し。 　　 　 　　 　　 　 　　 　
1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　雄 は 暗禍 。 前翅 は明 瞭 に 廣 く し

　 　帶 は 、 中脈 上 に あ り て は 稍 々剣

　　 　然 す れ ど も 、 其 の 以 下 に あ りて

　 　は 鋼 然せ す
。 其 の 内側 に あ る 前

，

1）勲 齠 ノu 盟 os α MATS ．　n ．　sp ．・

　 ウ ス グ ロ 7 毎 シ ヤ チ ホ ゴ

　稼紋 は オ ホ フ サ シ ャ チ ホ コ に て

　 は 臼色 な る が 此 の 種に て は 暗黄

・な り
。 第三 脈 の 基 部に ある 銀 色

紋 は小 に し て 割 然 すれ ど も 、
，　，他

　 の 絃 條 は 何 れ も餘 り割 然せ す 巳

　裏 面 は表 面 よ り も少 し く淡 色。

前翅 の 中 来に あ る 斜 帶 は 蟷 直 に し て
、

オ ホ フ tbsv チ ab’・Fi の 如 く弓 状 を な さ

す 。 後翅 の 裏 面 は 更 に
一

層 淡色 に し て
、 中央 の 波 腴帶 は暗 色 を呈 しs 深く彎曲
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す
。 頭 及 び 胸 部 は 前翅 と 同色 。 尾毛 は褐 色な り

。 軆長熔 ）43mm ．開張 83mm ．

　高椋悌 吉氏 は三 頭 の 雄 を採集 し
、 其 の 一

頭 を余 に 膾 る
。

　　　　　　　　　　　　2． タ テ ス ヂ シ ヤ チ ホ コ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　
’

　　　　 Tensha（n ．9．）stlr・iateZla　MATs 　c ：［u−RA （P ．　sp ．）（第 7 鬪版（8））

　雄 、 前翅灰 色 。 中室 は 暗 黄に して
、 之 れ よ り 同色 の 一

帶 を翅端 に 逡 り
、 之 れ

は 翅端 に 向 ひ 次 第 に 廣 が る
。

賑 の 大 部 は 其 の 上 に 細 き黒線 を走 らす
。 第 三 室 に

暗 色の 一 紋を具 へ
、 後縁 角 は贋 く緑 黄褐。 中横線葎Pt後横 線は 暗 色に し て

、 波

歌 をなせ ど も餘 り割 然せ す 。 後縁 の 中央 に 暗 色 の
一

長絞 あ bu 後翅 は 暗 色 、 斑i

絞 を缺 く
。 裏面は 暗色 。 前縁 は 雨翅 と も淡 黄色。 前翅 の 前縁 に 近 き基 部 に 黒 色

の 一 縱 楕 あ りc 下 唇 鬚は 暗 色 に し て
、 内側は 淡黄褐。 觸角 は 黄褐 。 頭 部 は灰

色 。 腹 背は 暗色 。 腹面 及び 尾毛 は 灰 臼
。 體 長（♀）25−26mm ． 開張 45−46　m 皿 、

　余 は 高椋悌吉氏 の 探集せ る 三 匹 の 雄 と
、 齊藤 良秀 氏 の 探集せ る 一匹 の 雄 と を

所有 す
。

Tensha（n ．　g．）の 特黴 一雄 ，口 吻 は 退化 し て 短か く 、 下 唇鬚 は 棍 棒 歌 を F． し て

上 向 し
。 第 三 節 は 小 に し て 前 を向 く。 觸角 は 勿 歌 に し て 、末 端 の 約 三 分 の

一
は

鋸齒状 を呈 す
。 前翅 は細 く、 小 室 を缺 き 、 第六脈 は 長柄 を具 へ 、第七脈 は 第十

肱 よ b 遙内方 よ り分 出 す 。 横脈 は 副前縁 肱 に 封 し て 稍 々 直角 を な し、 第五脈 は

其 の 中央 よ り 出で
、 第三 脈 は 中室後 角 の 、 内方 よ り出づ。 後 翅 の 第六 及 び 第七

脈 は 各 自と 同長 の 長柄 を具ふ
。 兩邇 と も完縁 に し て Dndusa，（WK ．）屬 の 如 く

波 状 の 切 目を有 せ す
。 尾端 に は 柄子 朕 の 細毛 を簇 生 す c　Genotyl）e−’Tensha　 stria−

tblla　MATS σき1URA ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 3，　タ ヵ ム ク ミ ド リ ミ ヤ チ ホ コ

　　　　駈 ‘z｛’
｝
ゆ 嵋 鯲 α η厭 碍 η 嵋 MATSuMuRA （n ．　SP ，）（第 6 圖版（8D

　娩 前 翅 は線 色 。 擴線 は褐色 。 前横縁は 中央脹 の 所に て 内方 に 屈折 す
。 後 横

線 は 一双 に し て 其 の 間 室 は灰 色 、 之 れ は 第三 臓 の 處 に て 深 く内方 に 彎曲 し s 第

五 賑 の 處 に て 少 し く外方 解弓曲 す 。 亜外縁線 は 點紋 よ り戒 り
、 前thicあ る 紋は

大 な り
。 内M’icは 褐紋 を列 ぬ

。 後翅 は 暗褐 、 前縁 は 緑 色、 外 縁 に 暗色紋 あ り
。

篠翅裏 面 の 前縁 は 緑色。下唇鬚は 暗 色． 内側は 荻 色。 觸 角は 黄掲 。 頭胸 は 緑 色。

膿 部は 暗 禍。 尾端 の 兩側 に 緑 色毛 あ ts
。 皚長 （8 ）20　mm ． 開張 38　mm ．

　高椋氏 は 二 頭 の 雄 を探 集 し
、 其 の 一頭 を余 に 遞れ わc

　　　 　　　　 　　　生 　ツ マ オ ビ シ モ ブ リ シ ャ チ ホ コ

　　　 （？uadr
−icai・cariferop ・marginal

・is　M ，4TSu ）iUitA．（・ ．　SP ．）（第 7 圖版 （6））

　テ シ セ ン シ ≦ ラ リ シ ヤ ヂ ホ コ ぐQc ・r・αria　MATs ．）に 酷似 ナれ ど も、 其 の 異 な

る 所ほ次 の 如 し
。

｛

ゴ

1
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｝

E

　 雌 、 觸 角 の 櫛 齒 は 遙 に 長 く 、 下唇鬚は 肥大 す
。 翅 は 一層陪 色 を呈 し

、 前翅 の

中 央 に あ る 階緑 紋 は割 然 せ す 。 外 縁 の 黒 帯 は 一屠外 縁 に 近 く位 し 、 其 の 外側 に

線 色鱗 多 し
。 後翅 は暗 色 に し て 緑 毛 も亦同 色 。 翅 端 に 近 き 前 縁 に 晴 色 絞あ り

て
、 之 れ に 少 し く線 色 を帶 び た る 灰 白毛 を裝ふ

。 裏 面 は 前後 兩翅共暗 色。 尾端

に 緑色 の 鱗毛 を 密生す 。 髓 長（♀）23mm ． 開 張 52　mm ．

　 高椋 氏 は 數頭 の 雌 を捕 獲 し 、 其 内 の 三 頭 を余 に逾 れ り
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」
「．　 タ イ ワ ン ホ ソ シ ャ チ ホ コ

　 　　 　 　　 　Fe，ztort
・iα｛crenulata 　1　’IATg．　uMURA （第 7 圖 版（10））

　此 の 雄 は 既 に 本誌第 三 十 四 卷五 二 二 頁 に 發 表せ る を以 て
、 今其 の 雌 を誕 載す

べ し。

　雌 、 觸 角 は全 部暗 色 に し て ， ホ ソ バ シ ヤ チ ホ コ の 如 く下 面 黄色な らす 。 前翅

は 遙 に 廣 く、

一 双 の 前 横線 は 甚 だ し く波歌 を呈 し、其 の 間 室 は 中央 以下 に て は

白色、第
一版 の 處 に て 内方 に 彎 し

、 其 の 外 側 に 大 な る 荻 臼 絃 を装 ふ
。 中央 に 大

な る 暗色 紋 あ り て
、 其 の 内 tc　一双 の 太 き後横 線 あ れ ど も餘 り割 然せ す 。 其 の 外

側 帶 の 函側 は 後縁 に て 白色帶 に 縁 取 ら る
。 後 横 線 の 外 側 に 白色 の 弓状 線 あ り

て
、

之 れ は 點線 と な りて 後縁 に 逹 し
、 更 に 其 の 外側 は 褐色線 に て 縁 取 らる。 横

蹶 上 の 黒 色 の
一大 紋 あ n

。 亜 外縁 は 褐 色 に し て 太 く、其 の 外側 は細 く灰 臼 。 後

翅 は 階 色、随 つ て オ ソ バ シ ヤ チ ホ コ に 存 在 す る 肛 角 の 晤色絃 は 刳 然 せ す 。 裏 面

は 暗褐 。 前翅 前縁 の 外 宇 に 臼絞 列 あ り て
、 黒 紋 と斑 をな す

。 後 翅 は 淡 色 、 前

縁 、 中央 帯竝 に 廣 き外縁 帯 は 晤 褐。 體長（♀）23mm ・ 開張 54　mm 。

　高椋氏 は 二 頭 の 雌 を 採集 し、其 の 内の 一
頭 を余 に 邊附 せ りc

　　 　 　　 　　 　 　　6．　ワ イ ル マ ン ネ グ ロ シ ヤ チ ホ コ

　　　　　ヱ）dsparia　w ’igemani　I　IA’rsuMuRA （n ．　sp ．）（第 7 鬪版（4））

　 こ れ は ワ ィ ル マ ン 氏 が 甞 て ／）．vαriegata 　IViL｝｛．の 異常 形 と し て 發表 せ る もの

な らん と 思 は る る 點 あ れ ど も、 其 の 記 載 と大 V ・ に 相 合 せ ざ る もの あ る を以 て 今

茲 に 其 の 異な る 所 を記 す べ し
．

　雄、
一

、 觸 角の 櫛齒は 長 く し て 約二 倍 長 に 達 し、 其 の 色 も一層濃褐な り
。

　二 、 前翅 の 中央 （翅 の 約 三 分 の
一

）は灰 臼 に し て
、 少 し く緑 色 を帶 び

、 前横線

は 一屑aSUcし て
、 ネ グ ロ シ ヤ チ ホ コ よ り も高 き 波袱 を な す

。 外綴 の 三 分 の 一 は

紅 褐 に し て
、 前縁 に 近 き後横線 の 外側 に 暗 色 の 太 き斜帶 あ Oc 後翅 の 裏 面に 濃

色 の 中帶 を裝 ふ
。

　三 、 腹 部 は 長 く、 末 端 の 三 篩 に 灰 自 毛 を 密生 す。 體長 （8 ）23mm ・ 開張

52mm ．

　 高椋 氏 は 二 頭 の 雄 を採集 し ， 其 の 一頭 を余 に 遞 れ む
。
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 7． ヘ リ ボ シ シ ヤ チ ホ コ

　　　　ヱ）tqpαrd α　ser・iatopunclata　MATsuMuiwL （n ．　sp ．）（第 7 岡版 （3））

　雄 、 前翅暗楓 中央 に 淡黄禍 の 大絞 あ り て
、 其 の 内側 は 前横線 に て 限 られ 、

外側 縁 は 第三 室 の 牢 ぱ に 逹 す
。 徇 翅 底 も淡黄褐 に し て

、 其 の 外 縁 に 暗褐 の 翅底

線 あ り
。 前横線 は暗褐 、 中央脈 の 下 方 に て 内方 に 弓曲 す

。 横版 上 に 小 形 な る 黒

色の 弦月 形紋 あ り
。 亞外縁線 は 黒點列 よ り成 り

、 各 點 の 内側 は 臼縁 を具 へ 更

に 其 の 内側 に當 り前縁 に 接 して 淡色 の 一
絞 を裝ふ

。 外 縁 1こ も黒點 を 列ぬ一 前縁

の 外牢 に 黄 自の 小 點列 あ り。 後翅 は 暗 色。 裏 面 は 暗灰色。 前翅 前縁 の 外 牢に 黄

自點 を列 ね 、 中央 に 茨 白 の 剣然 せ ざ る 圓 き大 紋あ b
。 後翅 は 灰 臼 tc し て

、 割然

せ ざる暗 色の 三 條 を具 へ 、最 も内側 に あ る もの は 短 か く
、 前縁 よ り横版 に 逹 す

る に 過 ぎす。 體 は 暗禍 、 尾端 に 仄 自鱗多 し。體 は 荻 臼。 觸 角は晤 褐 、 櫛 齒は 黄

褐。 體長 （3 ）20mm ． 開張 40　M1 ］1 ．

　高椋氏 は 二 頭 の 雄 を採集 せ り。

」
禰

ー

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 8．　 ト リ ヒ ゲ シ ヤ チ ホ コ

　　　 H ’ige・iα （n ・9・）plumiyera ・　I　IATsuMuR ．N　（n ．　sp ．）（第 7 圖版（5））

　雌 、前翅 は暗褐 、 鉛色と黒 色の 斑 紋を裝 ふ
。 翅底線 は 黒色 、 其 の 外側 は 黄 色

線 に て 緑 取 らる 。 前横線は 暗色 に し て 波 朕 を呈 し 、 中室及 び 第
一

室の 處 に て 外

方 に 弓曲 す
。 其 の 外側 に 當 り 中室 に 黒色の

一
横 紋 を装 ひ

、 其 の 外側 に 鉛 色 の 一

紋 あ り
。

一
双 の 外 横線 は黒 色 に し て

、 波歌 を呈 し
、 其 の 第 四 及 び 第五 室 IC あ る

もの は 顛著 。 其 の 外側 の 脈 上 に 白鱗 を裝ふ
。 外 縁 に 近 く黒 色點 列 あ り て

、 其 の

内側 に 當 り第 一、第二 及 び 第六室 に 鉛 色の 斑 絞 あ り
。 縁 線 は 暗 色。 後 翅 は 暗

色、 斑 絞 を缺 く
。 裏面 は 後 翅 と 同 色に し て 、 前翅 の 前縁 に 剣 然 せ ざ る 黄紋 を列

ぬ
。 體は 暗褐。 觸角 は 黄褐 、 櫛齒 に 黒點 を凋 ぬ

。 體 長 〔♀）22　mm ． 開 張 46
11111／．

　高椋氏 は 二 頭 の 雌 を捕 獲 し 、 其 の 一頭 を余 に 逞れ り。

　Iligenα （n ・g．） の 特 黴
一

雌 、 觸 角は 長 齒の 櫛齒壯 に し て
、 唯 だ 其 の 末端 の 五

分 の
一

は 長齒 の 鋸 齒腴 を呈 す
。 下 唇鬚は 上 向 し、第

一
及 び 第 二 Ej　tc長 毛 を装

ひ
、 第三 節 は小 に し て 長 さ徑 の 約二 倍長 あ り、 長 毛 を缺 く

。 前翅 は 稍 々 三 角 形

を呈 し
、 小室 を缺 く。 第六脈 は 中室 の 前角下 方 よ り出で 、第七脈 は 第十 脈 よ り

も遙 中室 に 近接 して 分出す
。 第 五 脈 は横脈 の 中央 よ り出で 、横肱 は 副 前縁肱 に

謝 し て 稍 々直角 をな し、 中横脈 は 退化 し て 細 く、第 五賑 を界 と し前後 の 横脈 は

少 し く内方 に 曲 る
。 第三 脈 は 中室 の 後 角 よ り 遙離 れ て 後方 よ り出づ

。 後 翅 の 第

六 及 び 第 七脈 は共有 の 短 柄 を其 へ 、第 三 駈 は 遙離 れ て 中室 の 後 角 よ り も後 方 に

初

’

癇
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出 づ
。 前横脈 は 副前稼賑 に 樹 し て 直角 をなせ ど も

冫
後横脹 は 斜走 し

、 中横脈 は

退 化 す
。

之 れ は 稍 々 習痴 伽 廠 （Mats・） 層に 近 き もの な り。

　 Geno   0− ．翩 卿 α 卿 煽 σ粥 M ム TSUMURA 。

kl 　　　　 91 丿 ロ ス ヂ オ ホ セ ヤ チ ホ コ

211a・r ・shach ，iq （n ・’g．）li・neata 　MATsu “tURA （n ．・・sp ・）

　雌 、 翅 は灰 褐。 前翅 は少 し く紅 色 を帶 び 、 前縁 は 茨 自、 中央 に 近 き二 紋は黒 ．

色 、 外 方 の 三 分 の
一一一

　va は黒 色 の 短線 を 列 ぬ
。 第六 、 第七 及 び第九 室 に黒縱 條 あ

、
彦

 
陛
ー

騨

　 　 　 Ma （炉 08んα醸 α 伽 8伽 MATs 　n ．9．　et．　n ・sp ．

　 　 　 　 　 　 ク ロ ス ヂ オ ホ シ ヤ チ ホ ロ

た至 る に 從 ぴ 不 明 と な る
。 何 れ も肛角 に 近 く

、 其下方 は 自帶 に て 縁 取 ら る
。 後

縁 に 近 く黒色 の 二 帶 あ りて
、 第

一室 に あ る もの は 少 し く青自鱗 を混ホ 6 前翅の

裹面 は瞻 色、 外縁 に黒 猾 を具 へ

、 前縁 の 三 分 の 二 の 處 に 短 黒線 あ b て
、 其 の 外

方に 白紋 を列 ぬ 。 翅 は灰 臼 、 前縁 に 黒 鱗 を散在 し
、 後縁 に は 二 黒帶 あ り

。 體 は

翅 と同 色。胸 及 び 瞑 背 の 基部は 暗 色。 體長 （♀）3  mm ． 開張 87　mm ．

　 高椋氏 は 二 頭 の 雌 を採集 し
、 其 の 一

頭 を余に 邊付せ り
。

　 illacroshaclbia （Ix・9・）の 特黴一 雌 、 觸 角 は櫛 齒爿犬に し て 、末 端 の 四 分 の
一

は鋸

齒 腴 を呈 す
。

下 唇 鬚 は 上 向 し て 頭 頂 に 逹 し
、 短毛 を密 生す

a 第 三 節 は 小 に し

て
、 稍 々 球形 を・呈 す

。 前 翹 は細 長 に し て 稍 々 同 幅 を な し、 外 縁 は 波 黻 に刳 ら

る
。
．小 室 を缺 き

、 第六賑 は長柄 を具 へ

、 第七賑 は第十 脈 よ り も遙翅 端 に 近接 し

て 分出す
。 第五賑 は 横脈 の 中央 よ り 出で

、 横脹 は 副前脈 に i對し て 稍 々 直 角 をな

し 、 後横 脈 は 退化 す。第 三 阪 は 中室 の 後 角 よ り も後方 に 出 づ
。 後翅 の 外縁 角は

’
尖 り 、

「
第 六 及び 第 七賑 は 共 有 の 長 柄 を 具 へ

’
i 第五 脈 は 横脈 の 中央 よ り出 で

、 中

横賑 は退 化 し
、 後横賑 は 斜傾 す 。 第 三 版 は 中室 の 後角 よ り後方 に 出 づ

。 抱 剌 の

數 は別然 せ ざれ ど少 な く も十 四 五 あ b
。 　　　　　 ・

　 Geno七ype− filaco’osh αch
’
i，ω 開π 6α 如 ］匪ATSUMURA ．

り て
、 其 の 内第六室 に あ る も

の は甚 だ 長 し
。 後縁 に 近 く太

き黒縱條 あ りて
、 其 の 中央 は

・
遮 斷せ られ

、
下 方 は 白線 に て

雪縁 取 ら る
。 徇第一 室 の 處 に 此

の 縱線 と相 李行 し て 二 條 の 黒

線 あれ ど も、 餘 り割然 せ す 。

外縁線 は 黒 色 i 其 の 外側 は 灰

臼。 後翅 の 後緑 に 近 く暗 色の

二 帶 あ り て 波腴 を呈 し、 前縁
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 10．　オ ホ マ ノレ モ ン シ ヤ チ ホ コ

　　 Fon’・7nafentonia （n ．9．）rot・u・〜data・MATSUMURAL（n ．　sp ．〉（第 6 圖版（1  ））

　雌i、 前翅 は 晤褐 c 翅端 に 近 く稍 々楕圓形 に 近 き緑褐績 あ り て
、 其 の 周 圍は 灰

臼 、 i翅端 緑褐、翅底 の 三 分 の
一

は前縁 を除 き灰 色 に し て
、 稍 々 三 角 形 を 呈 し、

其 a？暗 褐部 と 接 す る所 は 黄竭 、 徇 後縁角 に も同樣 の 三 角紋 あ れ ど も遙か に 小 な

り、楕圓紋 の 外側 に 黒絞列 あ り て
、 其 の 第二 室 に あ る も の 最 も大、 前縁 に 至 る

に 從 ひ 次 第に 小 形 と な る 。 亞 外縁 線 は 臼點列 よ り成 り 、 各黜 の 内側 に 黒 點を 装

ふ L 縁 毛 は 緑褐 と の 晤褐 と の 班 をな す
。 後横線 は 細 し と 雖 も稍 々 判 然 す。 前横

線 は耕 走 し て 稍 々 後縁 の 中央 に 開 口 し
、 後横線 と相 接 近 す

。 後翅は 暗 色。 裏 面

は晴 灰 色 。 前翅 の 前縁 及 び 外縁 は 黄 褐 を帶 び
、 緑 毛 は 暗 色 と黄 褐 と の 班 を成

す。 中央 IC前後 の 兩翅 を慂 じ て 利 然せ ざる暗色 の 一
帶 あ り

。 雄 の 形 は雌 に 比 し

遙か に 小 、斑 絞 は 黒褐 を呈 し、従 つ て 餘 り鋼然せ す。 醴 は 淡緑褐。 頭 は 晤羯 v

觸 角は 黄褐。 體長 （8 黔 20−23mm ，開 張 （8 ♀）40−4S　mm ，高椋 氏 は 二 頭 の

雄 と 一頭 の 雌 と を s 季山氏 は 一頭 の 雄 を探集せ り
。

　 fOrη珍fθ泌 0 癌 α （11．9．）の 特微、

　盈 ，諏 癖α （BTLR｝層 に 似 れ ど も、其 の 異 る と こ ろ は 次 の 如 し
。

　雌 の 觸 角 は 雄 と同 樣 に 長 き櫛齒壯 を呈 し
、 下 唇鬚は 長 く して 頭 頂に 達 し、第

三 節 は 割合に 長 し。 前麺は 三 角形 に して 廣 く、 第六 賑 は 短 柄 を具 へ 、第七脈 は

明 瞭 に 第十 版 よ り も翅端 に 近 接 して 出づ 。横脹 は 副 前縁服 に 獨 し て 稍 々 直角 を

な し 、 第五 版 は 中横脈 に 鸚 し て 直 角 をな す。 術後翅 の 第五脈 も横脈 に 對 し て 直

角 を な し、 上 方約 三 分 の 一の 所 よ り出づ 。刀岬 αr｛α （NAG ．）屬 に異 る 所 は 前翅 に

小室 を具 へ 、各 櫛齒端に 筆歌毛 を有 せ ざ る こ と等 に あ り て 容易 に 區別せ らる
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 11． ネ ト ビ シ ヤ チ ホ コ

　　　 Jfetαso 　
，
m 　ercc （n ，　g．）plagi：ferα　MAT ・suMuRa （ll、　sp ．）（第 6 圖版 （2））

　雌 、 前翅 の 基牟部 は 暗褐 ， 末端 の 殘部 は荻 臼 に し て 緑 色 を幤 び 、 其 の 限 界 は

波献 を呈 し 、 前縁 の 申央 よ り後縁 角 の 前方 に 向 ひ 斜 走 す
。 翅底 に 近 く、 中脹 下

に 卯 形 の 黒絞 あ り て ．其 の 周 圍 は 黄 褐。 後 縁 の 中央 に 淡 緑 の 稍 々 四 角 形 をな せ

る 大紋 あ り て 、其 の 中央 及び 内側 に 暗 色の 波状線 を具 へ 、其 の 直上 及 び 外 側 に

黒 色 の 部分 あ D
。 前縁 の 基部 は 緑 臼 。 横肱 は黒色 。

一双 の 横線 は 暗 色 、 波駄 に

して 細 く、 高 り割然せ す 。 外縁 に 近 き前 縁絃 は 黄褐 、 楕 圓形 を呈 し 、 其 の 内 に

黒縱 條 あ り て
、 殊 に 其 の 後隷 に あ る もの は太 し。 亞 外線 は 淡緑 に し て 波 朕 を呈

し、 外線 に 近 く黒色 の 點紋刻 あ り
。 縁毛 は 淡緑 。 脈 の 終 點 に褐 毛 を混す 。 後翅

は暗 色 e 肛角 に 自色 の 紋 月形 救 あ り て 、其 の 直上 は 黒 紋に て 縁 取 らる
。 裏 面 は

暗荻 色。 前隷 は 黄褐 。 小 室 の 上 方 に 暗 褐の 二 紋 を具 へ 、其 の 外 側 に 自 紋 を死

司
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！

ノぬ
。 下 唇 鬚 は 責褐 、 臼毛 を混 す 、 觸角 は 黄 色、 黒鱗 あ り

。 胸 部 は縁褐 。 腹 部は

　後翅 と 同 色 。 基部 の 毛 塊 に 少 し く暗褐毛 を混 す。 醴長 （♀） 12mm ・ 開張 50−

54mm ．

　　高椋氏 は 二 頭 の 雌 を捕 獲せ り。

nfela＄om ・erα　〈ll．　g．）の ig　ca− SOinera（“
一一
K ．）に 酷 似 す れ ど も、其 の 異 な る 所 は次

　の 如 し
。

　　一
、 雌 、 觸角は 稍 々 鞭歌 、 廓大 す れ ば低 き鋸齒駿 をな し 、 各 齒 よ り粗毛 を簇

生 す
。

（ワ ル カ ー氏 の 記載せ る Somer α 屬 の 特 徴 に は雄 の み記 せ られ 、 雌 の 特

　徴 な し ）。

　　二
， 下 唇鬚 は細 く、 第三 節 は 小 な れ ど も 、 末端 は 尖 小 し

、 上 向 す。

　　三 、 前翅 は 細 長 。 外縁 は 淺 く波 脚 こ刳 られ 、 第 二 賑 よ り後縁 角 に 至 る 迄 甚泛

　し く傾 斜 す
。 第 六脈 は 小 室 の 中央 よ り も更 に 外方 よ り 分出 す

。 第七 及 び第入 阪

　は 共有 の 長柄 を有 す 。 後翅 の 肛 角 に 暗色紋 あ り。

　　Gen 〔｝type − J」観 α so 皿 θrα 1）1α飢齢 α MATsuMUR △ ・

∂

量
看

増

■

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 12．　シ ロ ヘ リ ボ シ シ ャ チ ホ コ

F ・rmotensh α　Cn．　g．）η鮴 ゆ 祕 ｛s 翩 s己↓鰍 ア面 IATsuMURA 〔n ・sp ・）（as　6 圖版（9））

　雄 、 前翅 は灰 臼 。 中室外 iz少 し く褐 色 を 婿 び た る 部 分 あ り て
、 波 駄 をな せ る

白色 の 後横線 は 其 部 分 に 於 て の み 劉 然 す
。

中室 の
一

紋 は暗 色 。 外縁 に 近 く亜外

縁 線 の 處 に 暗 色 の 一紋列 あ り
。 外縁 の 各縦脈 の 終 止す る 所 に 一

暗 色絞あ り。 前

線 の 前縁 に 近 き所 に 臼色 の 四 點 を列 ね，其 の
一

圓 は暗色 を帶 ぶ
。 後翅 は 灰 臼 、

外縁 階色 を帶ぶ 。 裏 面 は 灰色 、 前翅 の 前縁 は 曙 色。 外 方 の 三 方 の 一 に 三 臼點 を

列 ぬ
。

縁 線 は 晴色。縁 毛 は 自色。觸 角 は 黄 褐 。
下鱈鬚 、 頭 及 び 前胸 背 は暗褐 。

胸腹 は 灰 臼 、 膿 部 の 基部 に 淡 き黄褐毛 あ り
。 體長 （8 ）20mm ・開張 25 皿 m ・

　 高椋 氏 は 數頭 の 雄 を 所有 し 、 余 に 其 の
一

頭 を賂附 せ り
。

　 −Foro7iote，tsha 　〈n ．9．）の 特徴
一

雄、觸 角 は櫛 齒默 に し て 、末端 の 三 の 分 の 一 は

低 き鋸齒朕 を呈 し
、 櫛 齒 EC は刷 毛 機 の 糎 毛 あ り。 下 唇 鬚 は 細 く し て 紡錘 欺 に 近

く、 第三 筋 は 小 に して 稍 々尖 る
。 前翅 は 細 く、 外 縁 は 弓 献 に 孕み 、 完縁 な り。

小 室 を缺 き
、 第六脈 は 長 柄 を具 へ 第 七 賑 は第

一
卜脈 よ りも遙翅端 に 近 く出で 、

第三 脈 は 中室 の 後 角 よ り 而 し て第 四脈 は 後 角 の 前 方 よ り出す 。 後 翅 は 小 に し

て
、 第 六 及び 第七賑 は共有 の 長柄 を有 し、 第五 賑 は 横脈 の 上 方 三 分 の 一 の 處 よ

咄 づ． 第三 版 は 中室の 後角 よ り遙離 れ し後方 よ 咄 づ
。

腹 部は 長 く、 後翅 よ

り も遙 に 突 出 し、 尾端 に 長 毛 を密生 す 。 觸 角 は WdZema’nms （NAG ・）屬 の そ れ に

酷 1以す
。

　 Genotype − Fermotensha ？Tzαγ9廚〜α 薩s　MATSUMURA ・
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　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 13．　」ネ ゥ ス シ ャ チ ホ コ

　　　Sten，oshachia （n ・9・）ゐゆαγ6ぜ6α MATsuMURA （11．　sp ．）（第 6 鬪版（7）♂

　 雄、前翅 の 翅底 遏年部 は灰 虱 殘 部 は暗色 黄禍の 中横線 は 後縁 の 三 分 の
一

の 處 よ り出で
、 第

一脈 の 中央 迄斜走 し、夫 れ よ り弓状 の 斜線 を畫 き て 同 色の 横

脹 紋 と合 し 、 後 波胱 をな し て 前縁 の 中央 に 出づ。 横賑 絞は 外 側 に て 茨 白線 に て

線 取 らる c 後横線 は黒色に し て 細 く、 波歌 を呈 し、後稼 に あ る黄禍 の 波 斌 の 短

線 に 蓮績 す
。

亞 外線 は 黒色 の 點 紋 よ り成 り、其 の 外側 は 緑色 を帶ぶ
。 第六 乃 至

第入 の 各室 に 黄褐 の 縱 條 を裝 ふ 。 外縁 は 細 く黒色。縁 毛 に は災色毛 を混 す
。 後

翅 はm 自。 外縁 線 、 翅端 竝 に 肛角 紋 は暗色 肛 角 絞 の 下 方 は 自 條 に て 縁 取 ら

る。 裏 面 は灰 自。 前翅 の 外 方 三 分 の
一は 暗 色

。
前縁 に 三 個 の 褐色絃を列 ぬ

。 外

i縁線辱暗色。觸 角は 贋福。 下 面 は黄褐 。
頭 及 び 下 唇鬚は 暗褐 。 胸 背は 荻 臼 v 腹

部は 暗黄 。 體長 （♂）18ml11， 開張 38　mm ．

　高椋 氏は
一

頭 の 雄 を捕獲 せ り
。

　Sten・8hachia （n ，9．） の tl寺徴
一

雄、觸 角は 鞭 状 、 各節 よ t）　S ，Wiの 粗毛 を簇 生

す
。

下 唇鬚は 上 向 し て 頭 頂 に 逹 し、 長 毛 な く、 第三 節 は 小 な り． 前翅 は細 長c

稍 々 同幅 に し て
、 唯 だ 後線角 の 處 に て 少 し く廣 し

。 外縁 は 甚 だ し く傾 斜 し
、 完

縁 な り
。 小 室 は 細長 。 第六賑 は 長柄 を具 へ

、 第七脈 は 小 室 の 末 端 よ り 出で
、 第

十 賑 は小室 よ り 出つ る も 、 第七脈 よ り も遙 内方 よ り出 づ
。 第五 脈 は横脹 の 中央

よ り少 し く上方 よ b 出で
、 中横脹 は 退 化す 。 第三 脈 は 第 四脈 よ P 離 れ て 中室後

角 の 後方 よ り 出づ
。 後翅 の 第六 及 び 第七脈 は共 有 の 長柄 を具 へ

、 第五 肱 は 中室

の 中央 よ り少 し く上 方 よ り出づ
、 横脈 は 退化 し て 餘 り到 然せ す c 後翅 の 肛 角 に

斑 紋あ り
。

　Genotype− −
k 尭te丿iosh αch・ia　bipa’btit

ω ム【ATsuM 　URA ．

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 14．　ウ ス グ ロ ホ ソ シ ヤ チ ホ コ

　　 Reiashαc1血 （n ・9・）卿 nstiP 吻 zis　r　l△ TsuMURA （n ．　sP ，）（第 7 圖版（7））

　雄 、 體翅晤灰 色。 前翅 の 前稼 に 暗 色絞を列 ぬ
、 横脹 の 少 し く外方 に 當 り前緑

に 灰 白 の
一

紋 あ り
。 翅底線 は 黒色 な れ ど も餘 り割然せ す 。 前横線 は 細 く、 暗色

なれ ど も餘 り割 然せ す 。 中室 の 後角 に 一黒點 あ b
。 後 横線 は 暗色 VC し て 細 く

、

波 歌 を呈 し
、 後隷 の 中央 に 終 る

。 亜外縁線 は 暗褐に し て
、 紋列 よ り成 り 、 餘 り

割 然せ す
。 外縁 に 近 き前縁 に 晤色 の 一絞 あ り て

、 其 の 外側 は 灰 自紋 に て 縁 取 ら

る
。 後縁 は 後縁 角を除 き荻 臼

。
縫毛 に 暗 色紋を列 ぬ

。 後翅 の 中 央及 び外縁 に 暗

色の 各一帶 あ り て
、 外縁 に あ る もの は 太 し

。 裏 面 は 暗茨 色。 前翅 前線 の 外 牢 に

荻 自紋を列 ぬ
。 後翅は 荻 臼 、 前翅 同樣 に 縱脈 の 終 る 所 に 暗 色紋 あ り

． 觸 角 は暗

1
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1

褐 。 複眼 の 周 圍 に あ る 毛 は 暗禍。 胸 部 は前 翅 。 腹 部 は 後 翅 と稍 々同色 。 體長

（8 ）21mm ． 開張 49　mm ・

　高椋氏 は一頭 の 雄 を捕獲せ り
。

　Belashachin（n ．g．）の 特 徴 一 觸角は 深 き鋸齒袱 に し て 、 各齒 の 末 端 に 筆 状 の 毛

塊 あ り
、 齒は 末端 に 至 る に 從 ぴ 次 第 に 小 な り

。 下唇鬚 は 短 小 に し て
、 頭 頂に 達

せ す ， 前方 に 向 き
、 第三 節 は小 に し て 稍 々 卵 形 を呈 し

、 第 二 及 び 第三節 に は長

毛 を裝 ふ
。 前翅 は 細 く し て

、
三 角形 を呈 し

、 外縁 は 完縁 に し て 、 第五 及 び第六

脈 の 處 vaて 少 し く弓腴 に 孕 む 。 小 室 を缺 き
、 第六 賑 は短柄 を具 へ 、第七 肱 は第

十 脈 よ り も遙 内方 よ り出づ
e 第五脈 は 横脹 の 上方約 三 分 の

一 の 處 よ b 出で
、 夫

れ よ り以下 の 横肱 は 弓腴 を な し、 中横脈 は 退化 し て 細 し
。 第三 賑 は 中 室 の 後角

よ り も後方 tc出 づ
。 後翅 の 第六 及 び第 七脈 は 共有 の 長柄 を具 へ

、 第 五賑 は 横脈

の 中央 よ り も上 方 に 出で
、 横脈 は 副 前縁賑 に 鸚 し て 稍 々 直角 を しi 後方 に 至 り

て 少 し く傾斜 す 。 第 三脈 は 前翅 の 夫 れ に 異 な らす u

　G ・噛
・
P・

− B・la・ha・hia　a ・z．g・脚 θ祕 MATSUMu 踏 。

ρ

o
‘

■

　 　　 　 　　 　　 　 　　 一 五 s ト ガ リ シ ャ チ ホ コ

　　 T・．qard・s」eαchia 　（n ．9．）α・g・ntop 　ictcL　MATSUMUILAL（n ・・sp ・）（第 6 圖版 （3））

鷹 前翅 は 恢 黄 少 し く緑色 を帶ぶ c 中室 の 末ca・＋t 二 黒 絞 あ b て 、 内方 の も

の は 小 に し て 二 分 す c 翅 底線 は黒 色に し て 、 點紋列 と な る
。 前横線 は 前縁 に し

て 割然 し、外方 に 屈 折 す。後横線 は 三 本 に し て 、縉 色の 點絞 列 よ り成 り、 内側

の もの は 外側 の も の よ り も離 れ て 位 し、 中室 の 外側 に て 深 く彎 曲す
。 中室 の 後

角 よ り外隷 に 向 ひ 淡黄禍 の
一

條 を縱走 し 、 第三 室 に は 其 の 縱 條 内 に 更 に 銀 臼色

の 一一
縱 條 を裝 ふ

。 外縁 に 近 く黒紋列 あ り て
、 何 れ も之 れ に 臼鱗 を混 じ

、 翅 端 に

あ る も の は 三 角 形 を な す
。 外縁 線 は 割 然せ ざる 暗 色。 後翅 は 暗 色 。 線 毛 は 淡黄

褐 。 裏 面 は 暗 色。 前 翅 の 外 縁 は淡黄褐。縁毛 は 暗 色 、 其 の 内側 に 暗 色絞 を列

ぬ。 後翅は 暗 黄、中 央 に 波駿 をな せ る 暗 色 の 二 雷 あ り。稼線 は 黒褐 、 縁毛 は 淡

黄褐 ． 胸部 は 前翅 と 、 腹 背は 後翅 と 同色 ． 下面 は灰 自。 膿長 （9 ）22mm ・開張

48mm
　 　 　 C

　 高椋氏 は
一

頭 の 雌 を捕 獲 す。

　T・g・・
’・i・hα・chia （n ． 9．） の 特徴一

臨 觸 角 は鞭状 微 毛 を裝 ふ 。下唇 鬚 は 細 長

く、 頭 頂 を越 へ 上 向 し 、 第三 節 は割 合 に 大 な b
。 前 翅 は三 角 形 に し て

、 未

端 は 尖 り、 外縁 は 波状 を な し、第 二 及 び 第三 室 の 刳 b は稍 々 深 し
。 第六版 は 中

室 前角 の 下 方 よ り出で 、 第五 肱 は横賑 の 中央 よ り少 し く上 方 に 出で
、

之 れ を 境

と し て 上 下 の 横脈 は 何 れ も弓默 に 彎 曲 す。 中横賑 は 退化 し て 細 し。 第三 脈 は 中

室 の 後角 よ り も遙後方 よ 咄 づ
。 後遡 の 第六 及 び第七 脈 は 共有 の 長 柄 を 具 へ
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第五 脈 は横版 の 中央 よ り少 し く上 方 re出で
、 其 の 下 方 の 横賑 は 退化 して細 く、

斜 傾 し、 且 つ 彎曲 す
。 第三 脈 は 中室 の 後角 よ り遙離 れ て 後方 よ b 出づ

。

Gen ・tγpe一 鞠 ・ 癇 ゐα ・ア・伽 ・g・啣 ｛磁 MA ・・u ・・URA
。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 −L ．
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

一
ハ 、

パ ラ ボ ラ シ ャ チ ホ コ

　　　A
’
e・sh・ ・h・ia （・ ・g・）P・・w 畝 ・・ M △ TSUMURA （n ．・p．〉（第 6 圖版 （6））

　雌、 前翅 は恢 色に し て
、 少 し く紫色 を帶 ぶ

。 翅底 の 中央 よ り外va　tc近 く太 き

黒 色の
一

帶 を縱 走 し，其 の 末 端 に 連 續 し て黒 色の 弓 朕 帶 あ りて 、 パ ラ ボ ラ形 を

な し
、 其の 内部 は 荻 臼 な り。 其 の 彎 形 を なせ る 外側 に 李行せ る細 き一

黒帶 あ り

て 、更 に 其 の 外側 は 白線 に て 縁 取 ら る
。 外 縁線 は 黒 色に し て 罰 合 に 太 し

。
縁 毛

の 基部に 淡 色紋あ り。 前縁 の 外牢部 は翅 端 を除 き黒禍 。 後翅 は 暗 色
、 軣 面 、 前

翅は 暗色 前縁 の 外方三 分の
一

に 自絞 を列 ぬ
。 後翅 は 荻 臼 、 中央 に 剽然せ ざ る

暗 色の 一
蔕 あ b て

、 少 し く弓状 に 曲 る
。 頭 は暗褐 、 少 し く 臼毛 を混 す

。 胸部 は

前翅 と 、 後翅 は 腹 部 と同 色。觸 角は 黒褐 。 醴長 （，♀）17mm ．開張 39　mln
。

　高椋 氏は 二 頭 の 雌 を捕 獲 し、其 の 一頭 を余 に 鱠 る c

　
ハ伽 1雌 層 α （n 、g．）の 特徴

一
雌 、 觸 角 は 鞭状、短毛 を粗生 す

，
下 唇鬚 は 上 向 し

て 稍 々 頭 頂 を越 へ 長 毛 を裝 ぴ
、 ，第三節 は 小 に し て 卵 形 に 近 し

。 前翅 は長 く、

前 隷 は 端 直 に して 其 の 末 端 は 少 しく弓駄 を な し て 下 方 に 曲 る
。 外 縁 は 斜 に し

て
、 少 し く弓腴 に孕 む 。 完 線 な b

。 小室は 頗 る細長。 第六阪 長柄 を具 へ
、 第 七

及 び 第九脹 は 小 室 の 末端 よ り出で
、 共有 の 短柄 を有 す

。 第十 肱 は 小 室 よ り出 つ

れ ど も 、 第七脈 よ り遙離 れ て 小 室 よ り出づ
c 第五賑 は 横版 の 中央 よ り少 し く上

方 tc出で 、其 の 起 點以 下 の 横版 は 甚 だ し く傾斜 し て 弓朕 に 彎 曲 す れ ど も、 退化

し て 細 し
。 第三 賑 は 中室 の 後角 よ り遙後方 よ り出づ

。 後翅 の 第六 及 び 第 七脈 は

共有 の 長柄 を具へ 第五 脹 は 退化 し て 細 く、 横脹 の 中室 よ り も蓬上 方 に 出づ。

第五 賑 起點以 下 の 横版 は 細 く し て 甚 だ し く傾斜 す
。 第三 脈 は 中室 の 後角 よ り も

離れ て 後方 よ り出づ
。

Gen ・type− A
’
c・sha ・hi・ PUα ・α・b・伽 MAT 話uM モ・RA

。

　　 　　　　 　　　　 　
一七 1 ク ロ ボ シ シ ヤ チ ホ コ

　　　万 蝿 ル・翩 ・・ （… 9・）慨 ・・畷 f・・ M ム ・・uMURA （n ．・P．、．（第 6 圖版（4））

　雌 、 體翅 暗色 。 前翅 の 中央に 淡色 の 一縱 條 を具 へ
、 横 脈 は 黒 色 。 第二 脈 の 基

部 に 當 り第一室 に
一

双 の 黒 紋 あ り て
、 外 方 の も の は 弦 月形 を なす c 後黄線 は 黒

色 ｛C し て 細 く、 第三 脈 以上 reて は 點線 と な り
、 餘 り到 然ぜ 九 第三 室の 基部 よ

り翅端 に 向 つ て 黒 色の 太 き
一

帶 を縱 走 し、 之 れ は 外縁 に て 波献 をな し、灰 色線

tcて 縁 取 らる
。 横脈 の 外 側 に 當 り前縁 に 黒紋 を装 ひ 、 更 に 其 の 外側 に

一
白絞 あ
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E

O ， 翅端 に 灰 自の 一縱 紋を具 へ 其 の 第六 及 び第七室 に 當 る 處 に 黒條 あ り
。 縁

毛 は 濃色。 後縁 に あ る毛 塊 の 末 端は 少 し く褐色 を帶ぶ
。 後翅に 斑 紋 を敏 き

、
縁

毛 は 淡 色。 裏面 は 暗 色 。 前翅 前縁 の 各 縱 脈 の 終 る 所 に 灰 臼點あ り て
、 内側 の も

の 最 も大 な り
。 頭は 暗褐 、 觸 角 の 下 方 に 荻 臼 の 毛 塊 あ り

。 前胸 は灰 臼 、 他 は暗

色 。 體長 （♀）23mm ． 開張 53　mm 、

　高椋氏 は二 頭 の 雌 を捕獲iし 、 其 の
一

頭 を 余 に 遑 附せ り、

　Ue ・x ｛zfrentton ・　Cn・g・） の 特徴 一 雌 、 觸 角 は 鞭状、微 毛 を 裝 ふ
。 下 唇鬚は少 し く

上 向 し 、 長 毛 多 く、 稍 々 頭頂 IC逹 す 。 第三 節 は 小 に し て
、 稍 々楕圓 形 を呈 し

、

前方 tc向 く
。 頭頂 に 直 立 せ る 毛 塊 あ り。 尚中 tw背 ic も直立 せ る鱗毛 塊あ り て

、

其 の 毛 は 何 れ も杓子爿犬を な す
。 前翅 は 三 角形 を呈 し、

s
外 縁 の 第一、 第二 及び 第

三 室 は 弓状 に淺 く劃 ら る。 後縁 の 中央 に あ る毛 塊 の 突 起は三 角形 に し て
、 其 の

鱗毛 は 何れ も杓子 駿 をな す。 小 室 を缺 き 、 第六脈 は 長柄 を具 へ
、 第七 脈 は 第十

賑 よ り も遙 中室 に 近接 し て 分 出す
。 横 脈は 副 前線脈 に 甥 し て 稍 々 直角 を な す 。

第三 脈 は 遙 中室 の 後方 よ り出 づ 。 後翅 の 第六及 び 第七脈 は 共 有 の 長柄 を 具 へ

、

第三 脈 は 中室 の 後 角 よ り遙後方 よ り出 づ
。 後翅 の 抱刺 は 六本 あ り。

　 Genotyye一 臨 μf脚 zる鴨 視 ασ畷 fθ｝
I
　MATSU ムエUSA

。

1

1

　 　　 　十 入 、
ナ ヵ ジ ロ シ ャ チ ホ コ

’ZNTotodontu醒 油 o‘軸 c畝 WILEM ・（第 7 圖版 （12））

　こ れ は既 に ワ ィ ル マ ン 氏 の （Entomolugist，　P．3121910 ）記 載せ る も の な る

が 、其 の 読 明 の 充 分 な らざ る 所 あ る を 以 て 今茲 に 詳 記 す べ し
。

　雄、 體翅 晤褐。 斑 紋 は 黒 色 。 翅 底線 は 外 方 に 弓 曲 し
、 夫 れ に 直 角 を な し て

一

縱線 を 外 方 に 出す
。 前横線 は 中賑 の 所 に て 外方 に屈 折 し

、 中室に は 一
縱線 を装

ぴ
、 前横線 と横脹 紋 と の 中間 は 灰 臼 e 中 横 線 は 横 賑 紋 の 外 側 に て 餘 り勃然 せ

す
。 後横 線 は 斜走 し 、 第六 脈 の 所 に て 外 方 ic屈折 す。 外縁 線 は暗 褐に し て 波駿

を呈 し、其 の 外 側 は 灰白線 に て 縁 取 らる ．外 縁 は 劉然 すれ ど も 、 白色 の 縱線 に

て 遮斷 せ らる．縁 毛 に 黒 點 を列 ぬ。 後 翅 に 判然せ ざ る 濃 色の 二 櫓 あ り て x 外側

の も の 太 し
。 外 縁 線 は 黒色 に して 細 し。 裏 面は 暗 荻 色 。 前翅 の 中央 に 近 く暗 色

の 帶 あ 1） て 、其 の 前緑 の 終 止 す る 處 に 黒 點 を装 ぴ
、 其 の 外 側 の 前縁 に 臼點 を列

ぬ
。 外縁 に 近 く陌褐 を呈 す る横 帶 あ れ ど も餘 り割 然 せ す 。 外縁 は 黒色、其 の 縁

毛 に は 黒絞 を列ぬ
。 後翅 は 灰 色 中央 に 暗 色囎 を具 へ

、 其 の 外側 は 灰 臼線 に て

縁 取 らる c 外縁 及 び 縁毛 は 前 翅 の そ れ に 異 な ら す。 横 脈 紋 は暗 色 。 觸 角は 黄

禍 。 腹部 は荻 黄 。 鱧長（♂ ♀）1647mln ・開張 3843 　mm
。

　 六 頭 の 標本 中 、 五 頭 は 高椋氏 、

一頭 は 齊藤 氏の 採集 せ る も の な り
。
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一

九 v
フ タ ホ シ シ ャ チ ホ コ

　　　　　　　　・XJ・t・d・ntα　bip　unntigera 　MATSuMuRA （n ．　sp ．）

　雌雄 、前翅 は 茨色 、 前縁 の 大 部は 荻 白。 中室 に 二 黒 點 あ り て
、 其 の 概蹶 上 に

あ る もの は 図 く、 其 の 内側 に あ る もの は 稍 々 半圓形 を呈 す
。 副前縁賑 に 沿 ひ

、

翅底 に 近 く一
黒縱條 を裝ふ

。 横線 は 何 れ も波状 に し て
、 暗 色を呈 し

、 餘 り到 然せ

す 。 前横綿は 細 く 、 第一脈 以下 に あ り て は 内方 に 斜 走 す。 中横線 は 横脈絃 の 處

に て 外 方 に 屈折 し 、 第二 室 の 處 に て 一双 と な る
。 後 横 線 は 前 縁 の 黒 絞に 連續

す c 亜 外縁 線 は 短 か く 、 後横線 と 稍 々卒 行 し、第五 及 び 第六室 に 黒點 を裝 ひ 、

隷 毛 ICは黒 紋 を 列 ぬ
。 後翅 は暗 萩 色 に し て

、 外縁 及 び 横肱 紋は晤 色。 裏面 は 暗

荻 色。 積脈 紘 其 の 外側 の 點紋列 及 び 外 隷 に 近 き 廣帶 は 暗 色
， 外縁は 淡色 。 翅

端 は荻 自
、 前縁 の 外 牢 に 臼紋 を列似 縁 毛 に は暗色紋 を列 ぬ

。 後翅 は灰 臼。 横
．脈 絞 及 び其 の 外側 の 點絞列は暗 色 。 頭 は灰褐 e 觸 角は 暗褐 。 腹 部は 荻 黄福 。 體

長 （♂ ♀）19−23mm ．開張 42−48　mm
。

高椋氏 は 二 双 の 雌 雄 を捕獲 し、其 の 一双 を余 1雌 附せ り
。

　　 　 　　 　　 　 　　 　 二 〇 N ホ リ シ ャ シ ヤ チ ホ コ

　　　　　ATet・・1・晦 h・rt・ha・a 　MAT ・刪 URA （n ．・P．）（第 6 圖版 （5））

　雌 、前翅 は 晤楓 横脈 を界 と し翅底 の ギ分は 灰 色。横 線 は 陌 褐 。 翅底 線 は 割

然 し
・ 其 の 終 る 處 に 短 き一縱 條 あ り

． 前横線 は 波 駄 こ れ は 後縁 の 房IVi突起 の

中央 に 逹 し
、 其 の 突起 の 内外は黄 色線 に て 隷取 られ 、 中脹 の 處 に て 外方 に 屈折

す
。 中横線は 太 く し て 暗 色 。 横脹 紋は 黒褐 、 其 の 馬縁 は 灰 自。 後横隷 は 波歌 を

呈 し
、 第六版 の 處 tcて 外 方 re弓曲 し

、 後縁 に 近 く其 の 外側 は黄 白線 に て 縁取 ら

る
・ 亞外X・は 赤褐 に して 太 く 、 蹴 を呈 し、後縁角 の 處 に て 撚 せ る二 紋 と な

る
。 外縁線 は 暗褐 、 第

一
及 び 第 七 室 に 各

一
個 の 黒 縱 條 あ り

。 縁 毛 は 赤 碣 を帶

ぶ
・ 後翅 は暗 色 剣然せ ざ る褐色 の 二 帶 を具 へ

、 縱版 は 福色 裏面 は 赤微 外
繍 ・ 近 く撚 せ ざ る 淡色 の 太 き一

帶 効
。 後翅 の 横瞰 は 暗楓 鱧 は 暗楓 胸

背 蹶 白毛 多 し
。 腹部 は 灰 黄楓 漲 （♀）19・mm ．開di・44・ni ］ii

。

　高椋氏 は 唯だ 一匹 の 雌 を採集せ り
。 稀 な る が 如 し

。

d

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ニ ー
、 マ ヘ シ ロ モ ン シ ヤ チ ホ コ

　　　 Ai！odontoides 　costiyttttattes　MATsuMURA （n ，　SP ’）（第 7 圖版 （11））

前翅は 晤楓 少 し く鉛色 を帶 ぶ
。 横 線 は黒 色 、 翅 底 1唹 け る 中 賑 刊 こ淡黄

褐 の 大 紋 あ り c 前 横線 は 淡黄褐、 中脈 下 の 其 の 外側 は黒 線 に て 縁 取 られ
、 第 一

室 に 於 て 其 の 内側 に 大 形 の 黒 絞 を裝 ふ ．環 駿絞 及 び 腎臟 絞 は黒 色 環 駄紋 は 一
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蔭

‘

點 と な り
。 腎臟 絞 は短 線 獣 を な し、 其 の 周 圍は 淡黄褐。 後横線は 一双 に し て

．

波1状を呈 し
、 外側 の もの は淡 黄線 に て 縁 取 ら れ 、 其 の 前縁 に は 同 色の 一紋 を装

ふ
。 亞 外線 は 淡色 に し て 波朕 を呈 し 、 第 三 及 び 第四室 に 黒紋 を 裝 ひ 、 其 の 終 止

す る 前縁 に 淡黄 褐の 一紋 あ り
。 後縁 の 中央 に あ る房駄 突 起 は 三 角形 に し て 黒 色

を呈 す
。 外縁線 は 黒 色 に し て 細 く、其 の 外側 は 淡色線 に て 縁 取 ら る

。 後翅 は 灰

褐 に し て
、 外 緑 に は 暗 色線 あ り

。 裏 面、 前 翅 は 暗 色 、 中 央 に 淡 色 の
一

帶 を裝

ひ 、 前隷 の 外方 三 分 の
一 tc　S 色絞 を列 ぬ。 後翅は 灰 色 中央 に 晴 色 の

一・reを 具

へ 、横脈 絞 も亦 暗 色な り
。 觸 角は 黄裼 。 下唇鬚、頭 及 び 前胸 背 は 暗 褐 。 中後 の

兩 胸 背 は淡黄褐。 腹 部 は 後翅 と 同 色 。 基 部及び 末端 に 暗色 部 あ り
。 體 長 （♂＞

21mm ．　開張 49　mm
。

　高椋氏 は 唯 だ
一

頭 の 雄 を採集 せ り。

o

　　　　 　　　　 　　 二 二 、 シ ロ ヅ エ グ リ シ ャ チ ホ コ

　　　 81・αc1勲 伽 （n ．9．）fornlosαna，　｝iATsm ［uRA （n ．　sp ・、（第 6 圖 版（1））

　雄 、 前翅は 暗禍 、 少 し く鉛 色 を帶び
、 前縁 及 び 後縁 は 淡 色 横 線 は 濃 色。翅

底線 は 割 然せ ざ れ ど も 、 其 の 外側 に あ る 白線 は 割然 し
、

更 に 其 の 外 側 に 灰 臼 の

部 分 あ り
。

一双 の 前横線 は 點紋 よ り 成 り
、 前縁 icて 大敏 と な る

。
横賑 絞 は橙 黄

色 に し て 、圓形 を呈 し、 其 の 内側 に 禍色 の
一紋 あ り て

、 横 肱 絞 を蝕 す
。 後横線

は 波 獣 に し て 三 線 よ り 成 り、 内側 の も の は 横脈 紋の 外方 に て
、 弓爿犬に 曲 り

， 外

側 の もの は 内側線 に 稍 々 李行 す
。 中央 に あ る もの は 短 か く し て

、
外 側線 に 近接

し 、 第 四 賑 の 基 部 に 終 る
。 外縁 の 到 られ た る 部分 の 縁 毛 は 白色 。 後翅 は栗 色 に

し て 、 前縁及 び 外縁 は 淡色 。 縁 毛 は 白色 tc し て
、 黄褐毛 を 混 す

。 裏面 、
前 翅 は

灰褐 。 翅底 の 孚部 は 黄褐 。 横肱 紋 は 少 し く濃 色。
三 分 の 二 の 處に 晤 色 の 波状帶

あ O
。 下唇 、 頭 、 前胸 背 、 體下 及 び 脚 は 白色 。 下唇 の 背面 は褐 色 。 胸部は 淡 き

桃 色 。 腹部 は 黄褐 。 體長　（♂）29　 mm ．開張 74−80　mm
。

　 高椋 及 び 齊藤 の 兩氏 は 各
一

頭 の 雄 を捕獲 せ り。

之 れ は ・V・d・‘・ 蜘 ・吻 ・・ 、VK ．（C ・t．　XXXII
，
　P．554

，
1865）｝・酷似せ

’
り

。 然 れ

ど ウ オ ル カ ー氏 の 記載 は 不 完 全 ic し て 同 定す る を得 す 。

ハ ン プ ソ ン 氏 の 記載は

ウ オ ル カ
ー氏 の 記 載 と大 V ・ に 異 な る を以 て 何 れ が 事實 な るや を知 る に 困 む 。

　 LShaclb
・ih．okα （n ．9．）の 特 黴

一
之 れ は E 凾 α η1搾o 層砥 DYAR ）に 酷似 す れ ど も、

其 の 異 な る 所 は 左 の 如 し。

　 一
、雄 、 末端 の 十 七節 を除 き觸角 に は 櫛 齒献 の 長齒 あ り て

、 夫 れ は 末蠕 に 至

・る に 從 ひ 次 第 に短 小 す
。

　 二
、 胸 部 に は 鷄 冠 樣 の 突 起 を缺 く。

　 三 、 前翅 の 翅端 は 稍 々 載斷歌 に 終 り、方 形 を な す c 第六脈 は 長柄 を有 す 。 後
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翅 の 後横脈 は 甚だ短 か く、 中横脈 は 長 し と雖 ど も退化 し て 細 し
。 第三 と 第 四脈

と は 共有 の 短 柄 を有 す 。

　Genot：
Tpe − Shachihokα f・rmosana 　NATsu “・URA ，

’
附 言

一
ハ ン プ ソ ン 氏 は rtiveicel ，．s　“

TK
．を A

’
ada 　ta　re　IC編入 しあれ ど も 、 之 れ は

北 米産 の 屬 に し て 全 く異 な りた る も の な り
。 余 は 二 頭 の 雄 を所有 す る が

、 何れ．

も明瞭 に 鷄冠朕 突起の 痕跡 を認 め 得す。

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 二 三 、 キ ン イ ロ シ ャ チ ホ コ

　　　　E し融 αcノ己｛α （n ・9・）α1｛ゆ 6職 ず8MATSUMURA （11．sp ．）（第 7 圖版 （2））

　 雄 、 前翅 は 橙黄 色 。 前線 に 赤偈の 短か き三 斜 絞あ り て
、 何 れ も後縁角 の 方 向

に 向 くf、中脈 の 下 方 に 赤褐 の 二 縱 條 を具 へ 、 第二 脹 の 基部よ り麺端 に 向 つ て 晤

色の 一
弓状帶 を逾 る

。 横脈絞は 晤 禍 、 其 の 後方 に 赤褐 の
一

斜 紋 あ り て
、 後糘 の

中 央 に は 環 駿 の 一
暗禍紋 を裝ふ

。

一双 の 亞 外縁線 は 波状 に し て 暗 色な れ ど も、

地 色 の 暗黄 な る爲 め 餘 り割然せ す。 後 横線 は 暗 黄に し て 披状 を呈 し
、 唯 だ 第 四

脈 以 上 の 處 に て 割然 す 。 後 翅は 晤 色
。 裏面 。 前廼 は荻 色。 前稼 は 黄色 。 後翅 は

萩 臼 c 觸 角 は 黄褐 。 頭 及 び 胸 部 は 橙 黄色 。 前胸 に 灰 白 毛 あ P
。 腹 部は 晤 色 c 體

長 （♂）19mm ．開張 411nlll
。

　高椋氏 は 一頭 の 雄 を 捕獲 せ り
。

　刃 1』肋α cl癜 （n ．　g、〉の 特徴
一

雄 、 觸角は 鞭状 に し て
、 粗 毛 を簇生 す 。 下 唇鬚は

上 向 し て 頭 頂 に 逹 す
。 第 三 節は 小 に し て 前 方 に 向 く。 前 翅は稍 々 三 角形 を呈

し
、 翅端 は 鋭角を な し

、 稍 々尖 る
。 小室 を具 へ

、 第六 版 は 短柄 を 有 し、 第七脹

拡 小 室 の 末端 よ り 出づ
。 第十 脹 は 第七 脈 よ りも遙翅 端に 近接 し て 分出 す 。横脈

は 弓歌 を な し 、 第五脈 は 横脈 の 中央 よ りも上 方 に 出で 、第三 脈 憾 中室 の 後角 よ

り も後方 に 出づ
。 外 縁 は 完 縁 に し て

、 第 四 脹 の 處 よ り急 に 傾 斜 し て 後角 に 至

る
。 後翅の 第六 及 び 第七 脈 は 共 有 の 長 柄 を具 へ

、 第三 脈 は 第四 賑 と稍 々 同所 よ

り出づ
。 後脛節 に 頗 る長 き二 双 の 距 を裝ふ

。

　Genotype− E 励 αCん勧 α こ卿 θ｝酪 MATSUMURA ．

　此 の 屬は 湿 1脚 塑 面 α MATS ．に 稍 々似た る所 あれ ど も、 其 の 觸 角の 鞭 默 な る

よ り容 易に 區 別 し得 ぺ し。

　 　　 　 　　 　　 　 　 二 四 、

ホ リ シ ャ キ シ ヤ チ ホ コ

　　　　　　06紘 1｛oγi・ 1‘‘‘〃α MATsuMURA （ll．　sp ．）（第 7 鬪版（1））

　雄、 前麹 は暗 黄 、 紋條 は 暗 色 。 翅端 よ り中室紋 に逹 す る斜 帶 は 太 し。 中室 紋

は 楕 圓形 。 横版 上 の 一點 は 黒 色。 i翅底線 は 前緑 に て 割 然 す
。 前横線 及 び 中横線

絵 細 く し て
、 波 俄 を呈 す れ ど も、餘 り勃 然せ す c 亞外線 線 は絞殉よ b 成 駄 之
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墜

ー

嘗
」
7

れ は 稍 々 後緑 の 申央 に 維 る
。 徇第 六 室 の 基部 に 階 色 の

一・twを具 へ 、縱 脈 は 何 れ

も暗荻色 を帶 ぶ 。 翅 端 は 直 角 よ り も稍 々 狹 し
。 後翅 は 暗褐 に し て

、
少 し く紫色

を帶 び
、

縁 毛 ぱ 淡色。 裏 面 は 黄 臼 。 前翅 の 中室 VC暗禍 の 長 毛 を籏 生す
、

下 屠鬚

は 白 色 、 其 の 背面 は 第三 郤 を除 き黒 色．觸 角 に は長 き櫛 齒 を具 て 、之 れ は 末端

に 至 る に 從 ひ 次 第 に 短小 す。 胸 部 は 前翅 と 、 腹 部 は 後 翅 と 同 色。 體 長 （♂ ♀）

コ3−14mnL 　開張 47−53　mm ．

　齊藤氏 は 二 頭 の 雄 を 、 高椋 氏 は 一 頭 の 不 完全 な る雌 を捕獲 す c 雌 に て は 前翅

の 前縁 暗 色 に し て 、斜條 は 餘 り割 然 せ す
。

　こ れ は a ．　fev・r　iberα WK ．に 酷似 す れ ど も、 形 遙 に 大 に し て
、 後翅 は 暗色な る

を以 て 容 易 に 區別 し得 べ し
。

●

　 　　 　 　　 　　 　 　　 二 五 、
ト ガ リ シ ヤ チ ホ コ

　　　　　 漁 騨 幅 〔n ．9．）．formosicoga　S’DR ．NND （第 7 圖版 （7））

　之 れ は STRAxD 氏が 既 に Archiv　fUn・　Nat・urgeschichte 　XH
，
　p．158 （1915） に

發表 せ る もの な る が 、 今 少 し く之 れ を詳細 に 説 明 せ ん。雄 、 前 翅 は 黄 臼
。 後縁

は 黄禍。 黄禍 の 二 縱 條 あ り て
、

一 は翅 底 よ り翅端 に 出で 、他 は 之 れ に Z拝行 し て

第 一版 の 約 中央 よ り 起 り
、 第 四賑 の 末端 va至 り て 終 る。 徇 中室 の 上 方 に も同色

の
一縱 條 を具 へ 、之 れ は外方 に て 二 分 すれ ど も、 餘 り割 然 せ す c 後横線 の 所 に

黄褐の 紋列 あ れ ど も、餘 り割 然 せ す。 外縁 に 近 く暗褐 の 絞列 あ り
。 外 縁 線 は 黄

褐 に し て 繼續せ り。 後翅 は 階 色 c 縁毛 は 淡色 。 裏 面 は晤 灰 色 。 斑 絞 な しv 胸 部

は 前翅 と、腹 部 は後 翅 と同 色 e 尾ee　ic荻 臼 の 長毛 束 あ り。 下 唇鬚 は 黄 臼 。 其 の

背 面 は暗1禍 。 觸角 は 暗褐。 雌iに て は翅端 一
層 尖れ り

。 後翅 は 淡 き暗 褐 な り。 體

長 （♂ ♀）25111m．開張 47−56 ］〕〕rn ．

　 齊藤 氏 は雌 雄各 一 頭 の 標 本 を採集 し、余 に 逾附せ り。

　Achepgd）icr．（ll．　g．）の 特 徴 一 Pydna 屬 に 似 れ ど も其 の 異 な る 所 は 次 の 如 し e

　雄 、 觸角 は 鞭状 な れ ど も 、 低 き鋸 齒 状 を な し、各Tp　VC粗 毛 を簇 生 す
。 下 唇鬚

は 長 く し て 上 向 し、第三 節 は 小 に し て 稍 々球 形 を呈 す 。 前翅 は三 角形、翅端 は

尖 る
。 前後 の 兩縁 は 稍 々 端 直に し て

、 内縁 は 少 し く弓駄 をな し て 突 出す。外縁

は 斜 に し て
、 端 直

一 直線 を な す a 小 室 は 細 長 、 第六 脈 は 短 柄 を具 へ 、第 七版 は

第九賑 及 び 第十 版 よ b も少 し く内方 よ り出で
、 第九及 び 第 十脹 は 小 室 の 末 端 よ

咄 づ
。 第 五 脚 ま横 脈 の 稍 々 中 央 よ り出で

、 第五 賑 起點 以 下 の 横脈 は 甚 だ し

く彎曲 す
。 第三 賑 は 中室 の 後角 よ り も遙離 れ て 後方 よ り出 づ。 後翅 の 第六 及 び

第七 肱 は 共有 の 長柄 を具 へ

、 第五脈 は 横脹 の 中央 よ り も少 し く上 方 よ り出 で
、

横 脈 は 弓歌 に 彎 曲 r 。 第 三 版 は 前翅 同襟 に 中 室 後角 よ り も遙後 方 よ t）出づ 。 腹

部 は 長 く 、 末端 に 帶継 の 毛 束 あ り、 脚 は 細長 、 後脛篩 の 末端 に は 二 双 の 長距 あ

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　
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り て 、 内方 の もの は 短 し
。 雌 に て は觸角鞭歌 を呈 し、

角 は 雄 の そ れ よ り も一
層尖れ り。

　Gen ・type一 オCん  磁 伽 伽 脇 ηα MA 田S刪 URA ．

短 毛 を粗 生 す
。 前翅 の 前

臺 澄 産 天 就 蛾 科 目 鎌

ALIST 　OF 　THE 　FORMOSAN 　NOTODONTIDAE ．

By

s．真∫ATSUMURA
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 e

　Fam 、　Notodon もidae
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 q

Sub魚 m ，1，　 Dudusiuae

L
　
臥

　
a4

嘱
　

PO

Tarsolept
’
s　so”zmeri 　HB ． ギ ン モ ン ス ズ メ モ ド キ 。

距 ・
唱頭   ・ 厩 姻   w 兀 E 弧 タ イ vy ギ ン モ ソ ス ズ ・ モ ド  

Duclusafumosa　｝IAis，（n ．　sp ．） タ イ フ ン フ サ シ ヤ チ ホ ・
。

Dudus α i〜．obilis 　synopZ α SWIXH ．　オ ホ フ サ シ ヤ チ ホ コ
0

71ensha　（n ・9」 ・‘融 θ〜’憾 工ATS ．（n ，　sp ．） タ テ ス ヂ シ ヤ チ t，・
。

Subfd・　m ．　II．　Cerurinae
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 c

6． （］erura 　lititrata　WK ．　タ イ ワ ン ナ カ グ ロ シ ヤ チ ホ コ 0

7・Di
’
cranZtra プbrmosanG 　MATs 　タ イ ワ ン モ ク シ ヤ チ ホ コ o

コ
　

コ
　

ロ
　
ロ
　
ロ
　
ロ
　

ロ
　
ロ
　
コ
　

ほ
　

ロ
　

コ
　
ロ
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営

蓉
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ワ一

　　　　　　　　　　　Subfam．．III．　Stauropinae
。

Staur（］pus　alte7
’
nus 　WK ．　ナ ソ ト シ ヤ チ ホ ＝

o

St・ U “
’
卿 助 α弼 お M ・・ R ． ヒ メ シ ヤ チ ホ コ

。

Stauropus　co・nfusus 　WIL ｝；矼 ．

ε轍 η μ 嘘跏 ゆ
・
め〔贓 丞 w1LEM ．

肱 ・噸 ・鱒 κ・amuku αnus 　MATs　 （n ．　sp ．） ミ ド リ ン ヤ チ ホ コ
。 　 　 　

’

8ごα脚 P 邑・9 齪
「’1επ殿 r〜乞MA 弼 ．（　・puiteiulenta　NS

’
ir．E ・、，

Q ・ adri
’
careariLfe7i 　 marginalds 　 IATs，〔n ．　 ・p．） ツ マ t ビ シ モ ・ リ シ ヤ チ ホ ．

C2）．“ adriCCtZean ）re7
’
a 　perd・ix　）｛ooH ． プ ラ イ ヤ ン ヤ チ ホ コ 。

伽 α 嗣 翻 cα聯撫 s吻 鯔 S皿 AND （二加 r
・ts1・ar、a・）1．NTS．｝ホ リ シ ヤ チ ホ コ

Quad・ical砌 ）・fera・vi ”iditnacurosa　コ1．sTs， ア t モ ン シ ヤ チ ”． 

Qiadr・icalearifera扼厚ゴziP謝 α 、V工LEM ．　タ イ ワ ソ ウス ア ナ シ ヤ チ ホ コ c

Netnfa　i’ir・idesceiis　WK ． す ホ ア オ シ ヤ チ ホ コ
。

Damata　rong．ipenniS　｝VK． ク ・ モ ン シ ヤ チ ホ ゴ
。

・1∫P・S（誓｝h31era訝勲 BT 凪 　シ タ ク ロ シ ヤ チ ホ ＝】
o

Cnethod・nta　
’
9T・iseseens　STGR， シ ・ シ ヤ チ ホ コ

。
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